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23 市議のタブレット利用率100％、本会議での電子採決、会議資料閲覧に活用 【愛知県安城市】

 28名の市議全員にタブレット端末を配布し、スケジュール管理、掲⽰版機能、ペーパーレス
会議、会議のライブ中継のほか、議員が⾏政調査時に携帯するなど様々な場⾯で活⽤。

事業の概要

〇 「市⺠に開かれた市議会」の⼀層の実現と、効率的で迅速な議会運営、議会の活性化、危機管理体制の
強化など、さらなる議会改⾰により市⺠に信頼され機能する議会となるため、ICT技術の積極的活⽤を推進。

〇 H24年度にPCを3⼈に1台配布するところから始め、全員協議会におけるペーパレス会議の試⾏やタブレット
導⼊に先⽴ち「安城市議会の情報通信機器使⽤基準」を策定するなど、議員主導で段階的に活⽤を拡⼤。

[ペーパーレス化等議会ＩＣＴ化の効果事例][タブレットによる電⼦採決システム]※H30.9〜
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（総務省）

（安城市）

議案など市役所から提出される資料は、すべてデータですか。紙配布は⾏っていないのでしょうか。

原則、議会資料は、すべてデータで議会に提出されています。
議案書等の⼀部の資料について、紙配布を希望する議員には議会事務局から紙資料を配布しています。

23 市議のタブレット利用率100％、本会議での電子採決、会議資料閲覧に活用 【愛知県安城市】

取組においてコストはかかりましたか。
①タブレットレンタル料・通信料︓１回線当たり、約4,500円／⽉
②グループウエア ︓導⼊⼀時経費 約30万円、ランニングコスト 約20万円／年
③ペーパーレス会議システム・電⼦採決機能

︓導⼊⼀時経費 約20万円、ランニングコスト 約140万円／年
④Ｗｉｆｉ設備 ︓導⼊⼀時経費 約300万円、ランニングコスト 約20万円／年

他⾃治体からよく質問されることを教えてください。
Ｑ１． 議員への操作研修はどの程度⾏いましたか︖
Ａ１． 各定例会の前に操作研修を⾏いました。また、議員同⼠で教え合う状況がありました。
Ｑ２． タブレットの使⽤基準はありますか︖
Ａ２． 「安城市議会の情報通信機器使⽤基準」を定めています。（ホームページに掲載）
Ｑ３．ＩＣＴ化でどのような効果がありましたか︖
Ａ３． ペーパーレス化により、事務作業が効率化・迅速化しました。また、市⺠に対して、議会や議員の活動が

⾒えやすくなったことや議員活動がしやすくなったと聞いています。

今後の展望を教えてください。
ICT化によって、議員活動をより充実していただくための取組を継続して検討する必要があると考えております。
なお、令和５年は議員の改選があるため、新⼈議員の⽅へタブレット等の操作研修を⾏う予定です。

【参考情報】 安城市⼈⼝︓18.9万⼈
関連ＵＲＬ︓議会ICT化の取り組み（https://anjo-shigikai.jp/know/ict.html）

☆担当︓安城市 議会事務局☆
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